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(５）養護教諭部会 

 

 会 長 朝比奈 光代（中筋小） 

副会長 西森 希美（西土佐小） 

事務局 朝比奈 光代（中筋小） 

 

１．研究主題  「児童・生徒の実態に基づいた保健指導をめざして」 

 

２．研究経過 

実施月日 研究のあらまし 会 場 備 考 

令和３年 

４月２０日(火) 

・全体会 

（研究体制とテーマの決定・連絡・確認事項）                

・グループ研究             

（研究体制・研究テーマ・計画等） 

四万十市立 

武道館 
１８名 

５月６日（木） 
四万十市教育研究会組織総会 

・全体会（研究計画） 
中村南小学校 １９名 

６月１１日（金） 
・小学校 100人未満グループ代表者会 

（発表資料作成） 
中筋小学校 ５名 

６月２１日（月） 
・全体会（連絡・確認事項・その他） 

・グループ研究 

四万十市立 

武道館 
１９名 

7月２６日（月） 
・小学校 100人未満グループ 

（発表資料作成） 

四万十市立 

武道館 
９名 

７月２７日（火） 
・小学校 100人以上グループ 

（発表資料確認） 
具同小学校 ４名 

７月３０日（金） 
・全体会（連絡・確認事項・その他） 

・グループ研究（発表資料確認） 

四万十市立 

武道館 
２１名 

８月２４日（火） ・小学校 100人以上グループ 具同小学校 ４名 

１０月１２日（火） 
・全体会（連絡・確認事項・その他） 

・グループ研究 

四万十市立 

武道館 
１９名 

１１月２５日（木） ・中学校グループ（発表資料作成） 中村西中学校 ７名 

１２月２日（木） 
・全体会 

・グループ研究 

四万十市立 

武道館 
１６名 

１２月５日（日） ・グループ研究（発表資料作成） 県立中村中学校 ７名 

令和４年 

１月１８日（火） 
・グループ研究 

四万十市立 

武道館 

県立中村中学校 

２０名 

３月８日（火） 
・全体会（今年度の反省） 

・来年度の研究体制について 

四万十市立 

武道館 
２１名 

   

 

３．各グループの取組 

 

 （１）小学校 100人未満グループ 

   ①研究テーマ「 基本的生活習慣の確立を目指して 

～ 一人ひとりの児童に応じた個別指導の充実～ 」 
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②研究内容 

    ・令和 3年度 県前期研究大会発表資料の作成 

・各校の生活点検活動の内容や個別指導の実践交流   

・来年度の研究内容の検討と資料の収集 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）小学校 100人以上グループ 

   ①研究テーマ 「 養護教諭の職務の充実を目指して 

～ 校務支援システムの活用について ～ 」 

   ②研究内容 

    ・校務支援システムの機能の確認   

・校務支援システムの活用状況アンケート（幡多地区養護教諭対象）  

 

（３）中学校グループ 

 ①研究テーマ 「 中学生の基本的生活習慣について 

～ 自己コントロール力をつけるために～ 」 

   ②研究内容 

    ・授業実践 

指導略案・指導用パワーポイント資料の作成 

振り返りアンケート・授業実践報告等の作成 

 

    ・令和 3年度 県後期研究大会発表資料の作成 

幡多支部研究大会発表資料の作成 

  

 

４．今年度の成果と課題  （〇…成果 ●…課題） 

（１）小学校 100人未満グループ 

 

〇基本的な生活習慣の確立をめざした小規模校ならではの取組             

(生活点検中の付箋を使用したこまめな励ましや評価、工夫をした 

表彰活動、児童の実態に応じた個別指導など）を共有することが

できた。 

〇他校の取組を参考にして、自校の活動に取り入れたり改善したり

することができた。 

●生活点検活動中は、さまざまな手立てもあり、児童が自分自身の

生活課題に気づき改善しようとする努力も見られ一定の効果はあ

るが点検期間が終わると生活が崩れてしまうことが多く定着は難 

しい。 

●児童が興味、関心を持つような情報を常に発信し、趣向を凝らした取組を継続していくことの必

要性を感じる。 

●取組に対する保護者意識の差があり、個別指導の難しさや家庭の協力を得るための働きかけの方

法が課題となった。 
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（２）小学校 100人以上グループ 

 

○今年度からテーマを新たに変更し、取組を進めることができたことは大きな一歩であった。 

〇職務の充実、働き方改革を目指して、校務支援システムの活用方法について各校の実践を交流し

活用に際しての困り感を共有することができた。 

〇大規模校ならではの課題の一つであった【健康カードの活用方法】について検討を行うことがで

きた。また、幡多地区の養護教諭にアンケートを実施することができ、実際の現場の声を基に廃

止という結論を出すことができたことは大きな成果であった。               

〇就学時検診について各校の実施状況を共有し、学校が抱えている課題について管理職に問題提起

をすることができた。 

●全員が校務支援システムを作動しながら機能の確認ができなかったので、実際の活用の場面で不

確かなものになってしまった。 

●校務支援システムについて、各校の養護教諭が独自で判断して活用しているため内容に差異が生

じている項目もある。 

●今年度、新たなテーマを設定し取組を進めてきたが、まだまだ便利な項目を活用するまでには至

らず、進捗状況は微々たるものとなった。来年度も引き続き校務支援システムの有効活用につい

て研究を続けていきたい。 

 

（３）中学校グループ 

 

〇授業実践では、依存による影響や健康問題について理解を深めることができた。 

〇中学校区で共通した課題を見つけ、共通理解のもとで資料を作り、各校での実践へと繋げていく

ことができた。7校が同じ方向で実践できたことは大きな成果であった。 

●自己コントロール力を身にけるために自分にできることについては考えることができたが、行動

変容にまで至ったかというと各校ともに課題となった。 

●学校での取組を継続しながら、家庭をどう巻き込んでいくかも今後の課題である。 

 

 


